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Memory of Majar Robert Gregory”, The Poems, p．181．）。
3：面影の技法＝「ファンタスマゴリア」とイェイツの信仰










































































































































































































































































































































































































































































































































つの根拠となるだろう－「ああ、パトリックよ、汝の真鍮の鐘にかけて誓うが…」（‘O Patrick, by your bra-









































































が高いことも指摘しておきたい（W. H.オドネールの編纂による『イェイツ 後期散文集』Later Essays Vol-

































































































えるだろう。「ベン・ブルベンの麓で」（“Under Ben Bulben”）、「黒い塔」（“The Black Tower”）、「彫像」
（“The Statues”）、「人とこだま」（“Man and the Echo”）、「サーカスの動物たちの逃亡」、「慰められたク
フーリン」（“Cuchulain Comforted”）、「アメンボ」（“Long-leged Fly”）、「一本の線香」（“A Stick of In-




























































































































よく分かる 雛鳥を失いし 汝の悲しみの調べを 卑しき欲望の 魂なき輩により 汝の心は 炎に変














































































































さを歌う「狐狩人の唄」（“The Ballad of the Foxhunter”）や水面に自身の幼年期の面影を映し出す「老漁
師の瞑想」（“The Meditation of the Old Fisherman”）などには「ゴル王」に類似する枯れた老いのイメー
ジや「ファンタスマゴリア」の微かな予兆を感じさせる基調をもっていることは否定できない。「サリー





































































































































Twilight），『神秘の薔薇』（The Secret Rose），「錬金術の薔薇」（“Rosa Alchemica”），「掟の銘板」（“Tables
of the Law”），「東方の三博士の礼拝」（“The Adoration of the Mage”），「赤毛のハンラハンの物語」（“Sto-
ries of Red Hanrahan”），「月の静寂を友として」（“Per Amica Silentia Lunea”）などみなそうである。そ
こに登場する主人公たちはイェイツの分身ではなく、いずれもカルディの「ファンタスマゴリア」、その
面影を帯びているといってよいからである―「マイケル・ロバーツとオーエン・ハーンは自分が人生や死
の哲学を解明するときのファンタスマゴリアなのだ」（“Michael Robertes and the Dancer”に付けたイェイ





の「ある青年」、オスカー・ワイルドが高く評価した「流れ者の磔」（“The Crucifixion of the Outcast”）
の「コーマックの息子・クール」、「泉の核心」（“The Heart of the Spring”）の「老師」、異端者「オーエ
ン・ハンラハン」（「赤毛のハンラハンの物語」）、さすらいの老隠修士＝「カルディ・聖オィンガス」（「何
もないところに神はいる」“Where there is Nothing there is God”）、無名の「聖ヨハネ老騎士団」（「薔薇
のために」“Out of Rose”）、「青鷺」に暗示されている「新しいドルイド僧である聖パトリック」（「黄昏の
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